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協働省察、自己省察と授業実践との繰り返しが

授業力量形成に果たす効果

一小学校学年部研修における単元開発の取り組みを通して一

小林俊江

The Effects of Collaborative Reflection， Self-Reflection and Repeated Practice on Teaching 

Abilities: The Development ofTeaching Materials for Unit Design 

in Training Elementary School Grade Teachers 

Toshie KOBAYASHI 

1 問題の所在と目的

文部科学省の中央教育審議会答申『教職生活全体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策』

では，教師に求められる資質としてJr教員が探究カを持ち，学び続ける存在であることが不可欠で
あるJことが指摘され，教師は学び続ける存在であることが求められている(中央教育審会，2012)。

教師の専門性について D・ショーン(1983)は，教師は「反省的実践家」であり「行為の中の省察J， 

「状況との対話」という暗黙知を保有し，複雑である個別事例に依存する教育行為に対し，即興的

な判断をもって対処している特質こそ専門家であると提起している。また，授業の事例研究を中心

とする教師教育を実践してきたりー・ショーマン(2004)は，教師の専門性の真髄は「根拠に基づい

た判断Jにあるとし，この力量を培う最も有効な方法は，授業の事例研究における実践と省察の繰

り返しにあると述べている。教師の大量退職時代を迎え，少数の中堅教員が多数の新人教員の学び

を支えなければならず，個々の教師が持っている知識や経験を共有し専門性を高め，授業研究の場

である校内研修の充実を図ることは，学校現場にとって大きな課題であると恩われる。そこで本研

究では，授業実践と省察の繰り返しの中で教師がどのように授業力量を高めていくのかを実証的

に明らかにすることを目的とする。

2 研究の方法

2-1.研究の方法

S市立A小学校A教諭のクラスにおいて，筆者が国語科「大造じいさんとガンJ(全9時間)の

授業実践を行った。 2014年 8月から 9月までに行った事前・事後(大学院生との協働省察と I小

学校5年部との協働省察)の発話を記録した。第1時から第9時まで， 1時間の授業終了ごとに大

学教員とともに省察を行い，記録した。具体的流れは以下の(1)-(5)の通りである

(1)学年研修及び大学院にて事前検討し， ICレコーダーに記録し，そのデータを文字に起こす。

(2) 5年 A組にて国語科「大造じいさんとガン」全9時間の授業実践を行い，ピデオに記録する。

(3)①の実践後，毎時間省察を行い ICレコーダーに記録し，そのデータを文字に起こす。

(4)①での事前検討4回分，②での全授業記録，板書記録，ワークシート，③での省察記録の発話分

析から発話分類カテゴリーを作成し，発話の具体的な内容と特徴について明らかにする。

(5)事前，事中，事後省察における具体的な発話内容の検討から，省察と実践と改善のサイクルが

どのように機能しているのかを明らかにする。
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2-2.研究の概要

本研究では4回の事前検討会と 9回の授業実践で構成されており、その展開を図 1に示した。
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本研究は，授業研究における事前検討会，実践，事後検討会を通して教師はどのように授業力量

を高めているのかを解明することが最大の目的であるが，授業者にとってこの単元の授業実践は

8回目である。今までは 10時間以上かけて 1場面ごと読解の授業を行う単元デザインで取り組ん

できたが今回は今までの授業デザインとは異なるものにしようと考え「①言語活動を朗読と設定

するJi②時数短縮Ji③学びの自覚Ji④学びの活用」の4つの課題を自己課題として提案した。

3事前検討会の分析及び結果

3-1.事前検討会における発話内容の分析

4回の事前検討会の発話データを坂本・秋田 (2008)の先行研究を参考に以下の表1のように

4つのカテゴリーと 11のサプカテゴりーに分類した。

表1.事前検討会の発話分類力テゴリー

No カテゴ]1- サプカテゴリ} 定 義

I 教科 ・教材に A:教材解釈 教材の知由民や解釈に闘する発言苦

関する内容 B:教材の価値 学習指導要領と照らし合わせた際の教材のもつ価値に闘する発話

E 教授方略に関 C:言語活動(課題1) 言語活動を朗読に設定したことに関する発話

する内容 D:時間短縮(課題2) 単元の学習における授業者の時間数短縮を図る方略に対する意図や評価に関する発話

E:執照浩覚(課題3) 自己η菰桂自覚きせる場鶴蛇問題酔その却臨調する痴話

R教知翠苅(課題4) 地'1:吋んとかノ明洋び粍¢憤開謂調する揖

G:単元留期 戦哨1，-構包学習明書Fょとヨ朝 する蹄

帥崎明購 率蜘曙 学習晒醐学習慣ょ尽謝する蹄

E 子どもに附する内 1:害総 子四点頭舗と闘す湾臨

理事 J:哲也 予想執る子どかηあ回オ同居する指括

IV その他 Eそ征組 そ夜組

3-2.事前検討会における考察

A小学校5年国語科授業実践の事前検討会において見えてきたことから，単元デザインの修正
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に関する省察内容を自己課題に関係する C，n，E，Fに焦点を当て，表 2のようにfl.単元の目標やそ

の評価Jf2.音読と朗読の違いと子どもの反応Jf3.朗読の定義Jf 4.朗読場面の設定Jf5.時間数

短縮Jf6.学びの自覚Jr7.学びの活用Jf8.単元の流れや本時の学習」の 8つのカテゴリーに再整

理した。

表 2. 4回の事前検討会における具体的な省察内容

第1回 第2回 第2回 第4回

1.単天め目 -貴輔改定書くことによって割むこと -即競色柄司値目れた鯛釈司蛾較調南町 -車雌捕::::JIj{り餌宅内競ら伊均培さ

標やその評 を剤耐する他1カ をする仏防 なdの良1.11じて書誹晒VJl;¥車場拾
価 -鵬色柑惜し酬と口調輔 .t.よ留そこで働時的制組てきたか 利己啓河川捕噸りの棺哩帽す

(n-<) するil'h11) ということ主潤すること坤献仏1錫 れば跡前輔騨房輯鋤とし廿賀酎

けてちたたたて:'I:ltJl;功、と考えた純白

2音読と朗 帝都と車場骸畠を子どもた旬坦 . ( ~左えて比べなくてもという意見に .t会賞縄県をして骸蹄ゴよとの句読E
読の遣いと 解できる制批1カ 対して3音被掛肱連常とらえきせ <，そこ同泊分なりにどう帯取って，

子どもの反 ℃島輔さ割蛾し泊，也、う輩搬却を こう読み拍可自宅最むとし、う憎齢秘書E

凪n-o Lb、他自己的 であるという期船りをし如、 &8)

3.康前液 -音訴訟車:r.::r雌終袋莞をよく王曹 -音強調布容を珊じ晴てあ~り -音読主主浮動r;V始時着gaとよく理解して
事叡n-o して在読者弘康萄世誌等ゲよりI~し 同院s蔵前立自分なりに期釈したこと 伝設るこι島閣当当地り崎駅l..t.:こ

たことをまと時抗る隅指鞭 話設る&&l) とをまとぬ表現世南砂ぜ説る自分

骨化1η 可ヨ訪法り調輔が」岳、他{l

4.腸輔緬 -郎被腕t.:j幅量詰だ考えて -前例E昔、とこ~白畑墾弘次5ところ -個人の読みは自分¢場跡的場面 -ス少ート治省きってして閣時以.i旬、

の政定 U曲、他28) にする他国) &l3l 説オナ's:ltJl;V1Y司掛乙桔な劃組

m-<) -掻置を切り取って親鯛まできる劫益 ること1:ltJl;快活う仇凶

純国車

5.附喝除の '4時苛晴閥幹を輔拘枇 '1欄目略核嵐だところ臼魁 -全曲抗富勝取りをするた湖ζあらす~ -主誼口、さん成前切羽町脳血うこ

舞翰 難UV1Yて~:ltJl;功吻...18) 却益3時間目i乙植:0.窃IJI.潤也こっ 朝子す可5th18) と的制舵期釈するたJijrJ話量であ

(n-D) -全ての虜酷精し合うことはLll b叱話し合う，4時瑚固は自知ヨ期泊、 -全8瑚司会9曙取湖沼田封建寵 るという郡能局単LP.掛皆でも，-r.:せる

同諾レ針プ必句た省軍も白方晴 3ウト弓ア司窪jHa造っているととを話 9健脚実て悶塊掛ョら子どもた色4濯 弘・8

相支ること市町きるよう止す星通rJj; u昔う。 thl伺 岡島曹配るil'h4母 -大詰口、さ:hi!割ヒしてし、ることはあ

どめよう私学問主必要誌を考え晶、 らす己のところておさえる仏軍事

他19)

6学vめ自 -匡際桝でもできたt劾》ったという -金〈蜘主主知ザ品質阪和を撮 -圏核灘践をすると自分骨智治こι
質問。 婦をもたせるた院自分胡酷 りたーもそ航時こうまく.，ゲよくても勉 勉強する前左後と守謂酔拍遣って:11'る

聞く程巌段対Ifd，、il'hrη 強し刀、くと殿前できるよう除却も ことを録音utものを跡て菊蔵させた
はVJいという島市ζ宕せ的、th119) い th~

7.告向精 -式調量D可さんの学曹をut悦骸勅 -今ま切双体と}瞳う特徴包郵し -こ¢単沼立言葉セ島事抵跡目司鰻陵
周(n-l市 簡もオ:tI当るようにかつてきたという 他材敷島十伶もも高勧品、と思ってくれ 解釈すること治時きるカ骨三五ナ志学習だ

学習をLb、他1カ た砂い th5) 請も他抗輔拠点聞とも智1ができる

-羽音殉昼時モ浪費量して捗観するlM1I立 か他~

時節制も授業と防車ラ時時3抑

櫨蹴司~"'I1:Y.Jもも T電話

8.単元広統 -金崎司祭1掬捕前見通L々 -大誼0.可さんというテキストを使って .4時町ヴ持た溺司謁婦按滞害事ヨ皇る -文書扮噛』をもってし、ること揖えさ

れタや もq第2掬事転お鵠献する第3 省語文f頑蹴同情尉笹弓そういうも 曙磁器官する&1) せ的効ヰ元信弱属女主主」という言葉を

本時規開 掬減搬すづ5il'hrカ 制揖揖人駒η矯守ちあ且うこと由時 -本時傍5時 て~";I;なtf l::関〈灯台主 響覇極聞こもっ苛た胞1)

(n-Q きるとし、うことを理期てきる¢が目標 なく，どとおを働功柑皆、(h自由) . ~一番は?J I::f'J事功唱することによって

(hZP.) 国きたくなる」ことをねらってU、る

th-ll) 

※表4内のローマ数字，英字は表3内のローマ数字，及び英字に対応

事前検討会での省察内容において見えてきたことから以下の4つが明らかとなった。

(1) 4回の事前検討会では，ほとんどが frr:教授方略に関する内容」の発話であり，授業者の課題

である fC言語活動Jrn時間数短縮JfE学びの自覚JfF学びの活用」を中心に議論が進めら

れていた傾向が見られた。授業者に同じ単元の授業経験が複数回ある場合，今までの経験を踏

まえた上での新しい挑戦に意識が向き，自己の課題が省察の中心になっていた。
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(2)事前検討会が進むにつれて授業者の提案に対しての課題が具体化されていくことがわかった。

例えば，第1， 2回で明らかとなった「第2次において4時間で内容理解ができるか」という

課題に対し，授業者は第3回において「あらすじ学習」と「単元を8時間で行う案と 9時間で

行う案」の 2つの修正案を提案する。さらに第3回で. 1大造じいさんの気持ちの変化の理由

を追うのではなく，どこから変化が分かるかということに目を向けさせるためには，本時の学

習課題が重要だ」という具体的な課題も明らかになる。第4回では提案した本時の学習課題

の修正案を提案し議論が進められている。これらのことから，事前検討会が複数回行われるこ

とにより単元デザインの課題がより具体化し単元デザインの修正に反映されていた。

(3)授業者は事前検討会の参加者から提案に対する疑問や指摘を受けている。その際，授業者は指

摘された内容に関連して自らの単元デザインの意図を振り返り，改善点を見つけていた。

(4)参加者から指摘されたことに対して自らの授業観に基づいて何度も説明を繰り返すことで授

業に対する自信を深めていた。

以上のことから，事前検討が複数回繰り返され，単元デザインにおける課題が具体化し，修正案

も繰り返し提案される。その際，単元デザインが質的に向上していることは明らかであり，そのサ

イクルが授業力量向上に影響を与えていることが示唆される。

4 A小学校5年 国語科捜業実践と省察の発話分類力テゴリー及び発話例

4-1.捜業実践とその省察における発話内容の分析

9回の授業実践と各授業実践後の協働・自己省察の発話データを分析した結果，表2に示したよ

うに， 7つのカテゴリーと 9つのサプカテゴリーに分類され，カテゴリー内の 1.TI， mの3つは，
授業者の課題と一致していた。

表3. 捜業実践と協働・自己省察における発話カテゴリー

l'b カテゴロー 喧プ%テゴリ} 定義

IJD劃 言鞭覇防として誠fし Al :調高WZ慎 本単元明主り車臥来三諜担覇防$置する発情

たことに関す危険熔 A2:晶謝脳細I矧婚 単忌唆海軍ヨ司7否慢業都碍ヨ冒現収方韻詮図る士細説tする意図柑輔Ii~肘色発

トJむきオ:lJ~淳子チーク、ンートり渉再 話

E 時閣航海絡調すお樽 Bl :時胃験回ffDt-JI.双戎調書 単元ぴ興章改革7る慢業訴甥事部握爺を図芯加節改fする意図明報B;:関する発話

-子部_'_r<r.泥朔 ・あらすび糟

B2:文筆杭帯轡l 樹元d受臨調阻Jよ脚倶闘を士1，<て噸軍置

-舗・哨 .f謝・周材育動・情鱒栴

E 局混伺酷図枕足並こIαを C江口夜凝珂 庫罪判η時た柿りた組覚でき祉制捕としての町沼司謂する期

活用lえことに闘す淘勾容

W 事桝・樹司I~樹す省材容 D:教闘に衡する殉括 場制I~樹す諒曜隊指腕喝母コ苦痛話

V 子ど制調掬槽 E:子どもI胡す割崩 子どν方医宍モ切削釈謝1の珊よ羽謝する指括
VI 決Iijt胡拘村容 F:楠得1画調すも蹄 櫛お蹴叙帯構叙楠謝する嫡

VII 単元ηリデヂインie#肘る院解 G:ロデ歩イン1.:::11肘名指情 側耳同lコ勝州諸説得事蹟鋤よど羽Tうことに樹向指括

4-2.国語科授業実践と協働・自己省察における考察

授業実践と協働・自己省察における発話の分析から，さらに単元のリデザインに関する内容に焦

点を絞り，表4のように 11.単元の目標に関する確認J12.学習活動や方略に関する評価J13.次時

への視点・修正J14.今後の実践に向けた課題J15.教師の特性」の5つのカテゴリ}から再整理

した。 11.単元の目標に関する確認」には表3における IV子どもに関する内容J， 12.学習活動

や方略に関する評価」には 11朗読を言語活動として設定したこ左に関する内容J， 1 n時間数短
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縮に関する内容」と rm成長の自覚を図るために ICTを活用したことに関する内容」の3つの方

略が主に含まれ，「3.次時への視点・修正」には rVI次時に関する内容J， r 4.今後の実践に向け
た課題」には rvn単元のリデザインに関する内容」が主として含まれていることになる。

表4. 捜業実践と協働・自己省察における具体的な省察内容

第l時 第Z時 第4時 第7時

1単元目標とそ -音機と腕境域調こっ -木造:0-、さλ.i)tこ¢機関η令E刈荷台あると -最初詣淀ほ蝦瀕績協毛謝勘知場移白E -木造じb可きλ念申t.i.:ll雌髄到跡取

の補面 Vて晴嵐也1) いう碑廊とおさえQl1) 劉ビすることも離Fことができているあらわ ることができてした 111) 

(1， v) れち踊@

Z学曾週険労 -脚瞳霞溜拠をlト -即畿とi当司防をポ鍾語解する，~双粛をし

~ 
-創釈封駒民法粛とロヌ貨の侵害l

陶鳴す草剤面 15行と意志乱:Jtこ討議直 ℃チチク争.......}仰拘や厳司のI夫を子ども ¢理輪拘学脅苦闘関ある倒
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※9時間の授業実践と省察から見えてきたことを一部抜粋表4内のローマ数字，英字は表3内のローマ数字と英字に対応

授業実践と協働・自己省察における分析からは，以下の 4点が明らかとなった。

(1)教師は授業実践の中で常に，単元の目標に関する確認を行っていた。例えば，第2時で音読と朗

読の違いを理解させるにあたり，音読と朗読は対立構造にあるわけでなく，朗読は音読を包め

る形で存在するものと定義し直し，設定した言語活動についても認識を新たに更新させている。

(2)教師は協働・自己省察において学習活動や方略に関する評価を絶えず行っていた。例えば第

2時の省察において，話し合いが読みの違いに集中するために既習教材を活用した方略に対し，

読みの遣いに集中できた子どものあらわれから，方略は有効だったと評価している。このこと

から，教師は単元目標実現に向けて設定した方略に対し，子どものあらわれから，方略について

の有効性や妥当性を評価している。

(3)教師は実践と協働・自己省察において次時への視点を探り，修正を行っていた。例えば第4時

では，子どもたちの朗読台本への取り組みの様子から，情景描写に気づいている手がほとんど

いなかったことを見取り，第5時で扱う計画であった情景描写を第6時に変更している。

(4)教師は実践と協働・自己省察の中から次時への修正点を明らかにするだけでなく，今後，同じ単

元を取り組む際のリデザインの視点や，新たな単元に関するデザインの視点を探っている。

5 総合考察

5-1.協働・自己省察と捜業実践の繰り返しが捜業力量形成に与える影響

本研究では，授業研究において複数回の事前検討会と単元を通した実践における協働・自己省察

内容に焦点を当てた。その結果，事前検討会が複数回繰り返されることにより，授業者の自己課題

は具体化され，単元デザインの修Eが繰り返し起きていた。また，事前検討会を経て修宣された単

元デザインの実践とその省察からは，授業者は子どものあらわれをもとに常に方略の評価と修正

を行っていた。さらに，事前検討会における議論と単元デザイン修正の行為と授業実践とその省察
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における授業の評価が，その授業に関わる教師の授業力量向上に影響を与えていることが確認さ

れた。例えば，第2次の4時間という少ない時間数での読解をどうするかという課題に対して2つ

の展開が見られた。 1つ目は朗読には解釈が必要であるという単元の見通しをもたせる段階にお

いて大造じいさんが変化している物語であることを，朗読と音読の違いを理解する場面でおさえ

るという方略である。これは4回目の事前検討会で授業者から提案されている。 2つ目はあらす

じを学習するという方略である。事前検討会の1回目では i4時間で物語の全体を理解するのは

難しいJと課題を提示 2回目では i(前略) 4時間目は自分に戻すかグループで」と学習形態の

工夫によって課題を克服しようと提案，3回目では「全体の読み取りをするためにあらすじを学習」

と学習内容を提案し，課題は精轍化されていった。これら 2つの自己課題解決に向けた提案は，教

師の専門的な知識と経験に基づいて提案されている。さらに，実践とその省察において，第2，3時

では「朗読には解釈が必要であるJ， i (この物語は)大造じいさんが中心人物である」と学習し

たことは第7時の省察において子どもたちのあらわれから手立ては有効であったと評価しており，

第4時では「時間内に収まらなかったあらすじ学習の(中略)実践」の評価から改善策を考えて

いる。この実践における省察から，授業者は子どものあらわれをもとに，計画した学習内容をその

まま進めるか，修正するかを決定している姿が見られ，状況に即した判断が起きていることが確認

された。自己課題が事前検討会という協働・自己省察によって具体化され，さらに実践を協働・自

己省察することにより授業全体が評価されていき，教師としての新たな専門的な知識や経験とし

てリデザインの視点が生み出されていることから，協働・自己省察が授業力量向上に影響を与えて

いることが確認された。

〈自己課題〉

時間数の短縮

iましたいが，

難解の質は落

とした〈ない

<事前検酎会③> :知識と経験に基づく判断

大造じいさんの気持ちの変化を追うことが物語

を解釈するためには重要であるという意識を見

通しの段階でもたせる

〈事前検討会①~④>:知織と経験に基づく判断

①4時間で読解は難しい

②学習形態の工夫で乗り切りたい

③あらすじ学習で大まかな読み取りをする

④大造じいさんの変化はあらすじでおさえる

授業実践く第2時>:状況に即した判断

朗読には解釈が必要

授業実践く第3時>:状況に即した判断

大造じいさんが物語の中心人物である

授業実践〈第3・4時>:状況に即した
判断

あらすじを無理に文章化しない

図2. 協働・自己省察からとらえた授業者の自己課題に関する思考プロセス

6 今後の課題

本研究において，事前検討会，授業実践における協働・自己省察が教師の授業力量向上に影響を

与えていることが確認された。学校体制として対話を通して教師が学び合う風土を作り出してい

くことが不可欠であるだろう。今後は，協働・自己省察の価値を現場で広めていくためにも若手や

中堅の教員が、何を課題とし、何を求めて語っているのかを聞き取り、それをいかに授業研究に

つなげていくか、そこにカを尽くしていきたいと考えている。
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